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　これから私が申し上げるのは、華々しくス

マートなデジタル変革の取り組みではなく、

人口わずか3,300人の小さな自治体の現場で職

員が地味に地道に泥臭く行っているアナログ

変革の取り組みです。その点をご了解いただ

き、読んでみようかと思われた方は、温かく

広い心でお読みいただければと思います。

はじめに
　JIAMより出講を依頼され、１泊２日の強行

軍で滋賀県大津市まで行ったのは2022年４月

下旬のことであった。

　出講を依頼された際、私は「磐梯町が行っ

ているデジタル変革など他自治体の参考にな

るようなものではありません。本当に地味で

地道な泥臭い取り組みです。そもそも、講義

自体、オンラインで済む話ではありません

か？」とお断りしたが、ご担当者様の熱意に

押し切られ、片道６時間の鉄路でJIAMに向か

うことになった。ご担当者様はオンラインで

は伝わらない「エネルギー」を研修生たちに

伝えて欲しいという強い思いがあり、私もそ

れならば好きに話をさせていただきますとい

う条件で引き受けさせていただいた。

反DXの私が、なぜDX室長に？
　2021年３月22日。４月１日付け人事異動の

内示が発表された。内示の紙切れを見ると、

私の名前の隣に「デジタル変革戦略室長を命

じる」と書いてあった。

　私は「間違っていることは間違っている」

と誰に対してもはっきり口に出す性分が災い

して、政策関係業務からは長年にわたり干さ

れていた。

　磐梯町役場では、2019年６月に佐藤淳一町

長が就任してから、職員がキャリアプラン（公

務員として何をしたい、どこで働きたいとい

う自己申告）というものを町長に提出するこ

とになっていた。私は佐藤町長が進めようと

している「デジタル変革」について「デジタ

ルは人と人とを分断する邪悪なツールである」

と、この社会を覆いつくす巨大IT企業群の情

報コントロールの下で、人と人とが分断され

弱体化していくことの危険性を切々と記載し

て提出していた。当然、こんな跳ね返りの職

員に対する町長の反応はなく、私自身もそん

なことを忘れていたさなかの人事異動内示で

あった。

　もはや「嫌がらせ」としか思えなかった。

DXを勉強する
　内示を見た私は佐藤町長に食って掛かった。

佐藤町長は、私の文句を一通り聞いた後、こ

の人事はCDO（最高デジタル責任者）である

菅原直敏氏の強い推薦によるものだと言った。

私は、磐梯町で進められているDXは、外部人

材が町民も現場も無視して好き勝手に進めて、

華々しい部分だけをPRして「磐梯町はDXの

先進地ですよ」と言っているようにしか思え

ず、そんな虚飾の中に飛び込んでいくのは死
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んでも嫌だった。

　しかし、人事異動命令を拒否するには相応

の処分を覚悟しなければならない。怒りで煩

悶しているそんな時、私が人生の師と仰ぐ武

術家の方とお話をする機会があり、師は私の

心を読んだのか「この世界のデジタル化の流

れは止まらないね」とおっしゃった。その時、

私は「あ、流れが変わらないなら、この手で

良い方向に変えてみるか」と肚を決めた。

　それからはDXに関する書籍を（自分のお小

遣いで）買いあさり、ひたすら読みまくった。

著名なDXの旗手が講演するオンラインセミ

ナーにも参加した。一方、反デジタルに関す

る本も読みまくった。

　そして、巨大IT企業群が推し進める社会の

DXが、情報で人と人とを分断しコントロール

しようとしているのに対して、行政DXは逆

に人と人とを繋いでいくものだと、住民も行

政職員もエンパワーするものだという結論に

至った。

何のためにDXを行うのか
　今、日本は少子高齢化が進み、生産人口が

減少している。生産人口が少ないんだから

「DX」で生産性を高めないと日本は経済的に

立ち行かなくなるよね……というのが一般的

に言われている「建前」である。インターネッ

トやRPA、AIを活用した業務のICT化などを

進めて、住民も職員も便利になる、生産性が

高まるという美しいストーリーであるが、そ

んなに良いことばかりなのだろうか？

　今から32年前、私は磐梯町役場に入庁した。

その時、役場にはパソコンというものがなく、

ワードプロセッサーが２台あるだけであった。

その後、ちらほらとパソコンが導入され始め、

気が付くと職員には１人１台以上パソコンや

タブレットが配布され、誰もがデジタル機器

を使いこなすことが当たり前の状況になった。

32年前と比較しても、我々の業務は信じられ

ないほどICT化が進んでいる。これで、役所

の生産性が高まり、住民も職員も楽になった

のだろうか？

　答えは「否」である。住民はたいして便利

になっていないし、ICT化で削減された職員

の時間は多様化する様々な業務に費やされ、

ますます忙しくなっている。職員数も、会計

年度任用職員制度という公務員の非正規化も

あり、その数は増加している。

　では、なぜ今「DX」を行わなければならな

いのか？

　当町CDO菅原氏の十八番であるが、「DX」

の「D＝デジタル」が重要なのではなく、「X

＝トランスフォーメーション（変革）」が重要

なのである。だから磐梯町では「DX」を「dX」

とデジタルをアルファベット小文字で表記す

る。デジタルなんてどうでもいい、住民を、

職員を、何よりも組織を変えていく。そのた

めに、町に関わる全ての人たちが自ら考え行

動する「エネルギー」を持ってもらうことこそ、

本質的な生産性の向上につながるのではない

かと考えるのである。

什の掟
　磐梯町役場では職員の行動指針として「什

の掟」を定めている（これは会津藩の藩士の

子どもたちの間で定められていた「什の掟」

に倣って作成したものであり、興味のある方

はオリジナルの方もお調べいただきたい）。内

容は以下のようなものである。

一、町民本位でなければなりませぬ

一、誰一人取り残してはなりませぬ

一、言葉や他者に踊らされてはなりませぬ

一、本当の価値を評価しなければなりませぬ

一、できない理由を並べてはなりませぬ

一、行動し、挑戦しなければなりませぬ

一、失敗を責めてはなりませぬ
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一、データ・事実と結果を軽視してはなり

ませぬ

一、目的と手段を取り違えてはなりませぬ

一、感謝し、他の規範とならねばなりませぬ

　私は、この「什の掟」は「お役所の掟」に

対するアンチテーゼだと思っている。

　公務員は誰でも任用される際に「住民のた

めに全力で頑張ります」と宣誓をして仕事を

しているわけだが、お役所という組織で働い

ているうちに、誰のために何のために仕事を

行うのかという「本質」を見る目が曇ってい

く。全ての公務員がそうだとは申し上げない

が、いつの間にか組織に埋没し、本質より組

織の掟や常識を優先させるケースが多くなる。

「それは何のためにやっている仕事なのか」「そ

れは必要な仕事なのか」という質問に答えら

れないのに、「昔からそうだから」「上からの

命令だから」と何も考えず行っている仕事は

ないだろうか。そういう仕事はDXとか言う前

に整理しなければならないものであるが、現

実問題として、行政組織と業務の縦割り・硬

直化が進んだお役所では、そういった次元の

課題も含めてX（変革）を行っていかなけれ

ばならないのだと感じている。

　偉そうなことを上から目線で言っているが、

これは私自身への強い戒めでもある。

できない理由を並べてはなりませぬ
　「什の掟」で最も特徴的なものは「できない

理由を並べてはなりませぬ」である。

　視察を受けると「DXを推進する上で職員が

抵抗勢力になりませんか」という質問を必ず

いただく。例えば、あなたが上司や部下、外

部人材から「こんなことやりたいんだけど」

と言われた時、あなたはどう答えるだろうか。

事業の実現性をこれまで経験してきた行政常

識と前例に照らし合わせ、こんなことが支障

になるのではないかという「できない理由」

がまず頭に浮かばないだろうか。これはリア

リストの公務員として正しい反応なのかもし

れないが、「面倒くさくてやりたくない」とい

う深層心理が働いているのではないかと一度

は自分を疑った方がよいかもしれない。

　普通に公務員をしていれば「仕事が少な過

ぎて暇だ」とか「仕事が楽しくて仕方ないか

らもっと増やして欲しい」という人はまずい

ない。誰もがみんな一生懸命働いていて、いっ

ぱいいっぱいなのが現実である。そんな真面

目に一生懸命働いている職員の所へ「今流行

りのDXで新規事業やりましょう」という輩が

やってきたら「こんなに忙しいのにできるわ

けないだろ」と、真面目な職員ほど抵抗勢力

になるのは当然のことである。

　しかし、真面目に一生懸命働いている職員

の仕事を楽にすることこそがDX本来の目的で

あるのに、我々は「現状」と「お役所の掟・

常識」という沼にどっぷり浸かって、なぜ自

分の仕事が働いても働いても楽にならないの

かという根源的なところを考えようとせず、

変化を避け、前例踏襲で同じことを繰り返す

ことを選択する。それは、あれこれ考える必

要がない、いつも通りの繰り返しがなんとな

く楽だと感じているからではないだろうか。

　そういった我々公務員が嵌まっている「思

考の癖」を変えていくことが、本当の意味で

の人と組織の変革、生産性の向上につながる

ものと考えている。

動く船
　とは言っても、人や組織を変えるのは並大

抵のことではない。しかし、変化を起こすに

は誰かが行動を起こさなければならない。そ

の行動のエネルギーとなるのは「やる気」で

ある。その発生源は現状に対する怒りでも反

発でも、公務員としての使命感でも、仕事に

対する義務感でも何でもいい。心の中に何ら
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かの思いを持っているなら、そのエネルギー

を愚痴や文句という虚の言葉に変換するので

はなく、現状を変えるための実の行動に変換

してはどうだろうか。

　元神風特攻隊員 浜園重義氏が、日本の現状

を憂い人材について語った言葉がある。「動く

船を造ってください。動く船。中学生にしろ

高校生にしろ、動かない船をいくら造っても、

舵のとりようがない。少しくらい悪いことを

しても、気合があれば、どんな舵でもききま

す。みな動かん船をつないでいるから、にっ

ちもさっちもいかなくなる。舵のきく船を造っ

てください
＊

。」

　船はスクリューを回して推進力を発生させ

ないと舵がきかない。人も同じで、推進力が

ないと周囲に流されるだけになる。他人を変

えよう、組織を変えようなどというおこがま

しいことは考えず、まずは自分自身を動く船

に変えることが第一歩ではないだろうか。

変わる風景
　少しずつでも動き始めると風景が違って見

えてくる。これまで無理だと思っていたこと

への道筋がおぼろげに見えてくる。動くスピー

ドを上げていくと、その道筋はより鮮明になっ

ていく。そして、誰かに共に動いてもらうに

はどうすればいいのかということも、自ずと

わかってくる。自分が変われば全てが変わっ

ていくのだ。

おわりに
　まずは自分を変えること。少しずつでも動

くこと。

　結局精神論で、自治体DXの“How to”を

期待されていた方々は大いに拍子抜けしたと

思う。しかし、最初にお断りしたように、磐

梯町の地味で地道な泥臭い取り組みは、莫大

な予算を投下して行政事務のデジタル化を進

めるといったものではない。行政事務や手続

きをデジタル化するならば、国が「ガバメント・

クラウド」と「マイナポータル」をしっかりやっ

ていただければ事足りるはずである。

　私は「DX」という言葉は数年で忘れ去られ

ると思っている。そんな言葉に踊らされるこ

となく、我々公務員は何のために働いている

のかという本質に回帰し、どうすれば住民に

最良のサービスを提供できるかを真剣に考え

るきっかけとして、今「DX」という言葉を利

用すればいいのではないかと思っている。

　デジタルなんてただのツールは普通に使い

こなせばいい。しかし、デジタルは電気と通

信が途絶したら使えない。結局、最後はアナ

ログ、マンパワーなのである。平時において

デジタルを使いこなす力と共に、有事の際に

臨機応変に動くことのできる力を、我々公務

員は持たなければならないと考えている。

　全ては人が起点なのである。

＊	株式会社どう出版　季刊「道」212号に掲載された、元
神風特攻隊員	浜園重義氏のインタビュー記事「研究す
る、工夫する、実行にうつす」より引用。
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